
 

 

 

２０１４年１１月７日 
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イオンアグリ創造×埼玉県×イオンリテール×久喜市「次世代施設園芸コンソーシアム※」本格稼働！ 

イオン直営農場初！２０１６年春、植物工場を久喜市に建設 
生産性の高い施設栽培と埼玉県のトマトのブランド化を目指します 

 

 

 イオンの連結子会社で農産物の生産を担うイオンアグリ創造株式会社（以下、イオンア

グリ創造）は、イオン直営農場初となる植物工場を２０１６年春に埼玉県久喜市に建設し

ます。本年５月に埼玉県に選定された「次世代施設園芸導入加速化支援事業」（以下、当事

業）を活用し、埼玉県・イオンリテール・久喜市と設立したコンソーシアムを通じてこの

植物工場で年間を通じた計画生産を行い、施設栽培におけるビジネスモデルの早期確立を

目指します。 

このたびの取り組みは、当事業の指定栽培作物の一つであるトマトの栽培を通じて、生

産性の高い施設栽培を目指すイオンアグリ創造とトマトの一大産地形成によりブランド化

を狙う埼玉県の思いが合致し実施するものです。 

 

～生産から販売まで、グループ内連携をさらに強化！ニーズに基づいた生産実施～ 

トマトは、生食のみならず調理用食材としてもお使いいただける点や、お客さまの健康

志向の高まりなどにより年々ニーズが高まっています。イオンリテールの総合スーパー「イ

オン」の農産品売場では、２年前よりトマトの品揃えを拡充した結果、野菜の中で最も販

売額が大きくなっています。イオンリテールは本コンソーシアムの本格稼働を機に店舗で

お客さまの声をお伺いし、それをイオンアグリ創造の生産に反映します。この取り組みに

より、常にお客さまのニーズに合ったトマトが提供できるよう努めていきます。 

 

～イオン直営農場初！ 埼玉県久喜市に植物工場を展開～ 

栽培施設は、２０１４年に当事業の新規採択地区となった埼玉県久喜市の現埼玉県園芸

研究所内の敷地４ｈａをイオンアグリ創造が直営農場として運営します。当農場は、イオ

ン直営農場初の植物工場としてまず２０１５年内に約１ｈａ分の敷地に施設を建設し、翌

２０１６年４月から生産を開始、２０１７年４月には完全に稼働する予定です。冬期の施

設内の暖房に地元の間伐材を原料とした木質ペレットを使用するため、一般的な施設の暖

房と比較して化石燃料の使用量が３分の１程度に削減されます。 

 

～安定生産とお求めやすい価格の実現に向けた栽培技術に挑戦～ 

栽培方法は、一般的なトマト栽培と比較して高品質で均質なトマトが生産できるといわ

れている水耕栽培の一種の「低段密植栽培技術」を採用します。この栽培技術では、通常

年１～２回のところ年３～４回栽培できることで収穫量の拡大が見込めるほか、立ち姿勢

のままかがまず作業できることから生産性が向上し、お求めやすい価格の実現にも寄与し

ます。 

 

イオンは、埼玉県と当事業を継続的に実施し、農産品の生産・販売を通じ、お客さま満

足の更なる向上と埼玉県産トマトのブランド化の実現に向け、取り組んでまいります。 

 
※コンソーシアム：特定の目的のために集まった企業連合をいう。（出典：広辞苑） 

 



【次世代施設園芸導入加速化支援事業の概要】（農林水産省ホームページより抜粋） 
我が国の施設園芸を次世代に向かって発展させるには、施設の大規模な集約によるコスト
削減や、ＩＣＴを活用した高度な環境制御技術による周年・計画生産を行い、所得の向上
と地域雇用の創出を図っていくことが必要です。また、近年の燃油価格の高騰を踏まえ、
化石燃料依存からの脱却を目指し、木質バイオマス等の地域資源のエネルギーを活用して
いくことが必要です。このため、「次世代施設園芸導入加速化支援事業」を行うことにより、
先端技術と強固な販売力を融合させ、生産から調整・出荷までを一気通貫して行うととも
に、地域資源を活用したエネルギーを活用する次世代施設園芸拠点の整備を進めます。 
 
【イオンアグリ創造株式会社について】 
◇ 商 号：イオンアグリ創造株式会社 
◇ 代 表 者：代表取締役社長 福永 庸明  
◇ 本社所在地：千葉県千葉市美浜区中瀬１－５－１ 
◇ 設 立 日：２００９年７月１０日 
◇ 主な事業内容：青果物の生産、加工、卸売、小売 
◇ 決 算 期：２月末日 
◇ 資 本 金：５,０００万円 
◇ 株 主：イオン株式会社１００％ 
 
２００９年７月に設立したイオンアグリ創造株式会社は、イオン直営農場の運営およ

び 農産物の生産委託に取り組むイオンのグループ会社です。地域密着経営というイオ
ンの基本理念のもと、お客さまにご満足いただける農産物を生産・提供することや、持
続可能な未来の農業に参画することを目指し、２００９年９月に第１号農場を茨城県牛
久市にオープンしました。キャベツ、白菜、小松菜等、プライベートブランド農産物の
生産、イオングループへの供給を行っています。 
 イオン直営農場は、来春オープンする「埼玉久喜農場」（仮称）を加え、北海道の２
カ所、東北エリアの岩手県、関東エリアの茨城県、千葉県、栃木県、埼玉県で計７カ所
のほか、甲信越エリアの山梨県２ヶ所、北陸エリアの石川県、近畿エリアの兵庫県、中
国エリアの島根県、九州エリアの大分県２ヶ所で、合計１７ヶ所となります。 

 
【埼玉久喜農場（仮称）の概要】（※以下は予定です） 
農場名称： イオンアグリ創造株式会社 埼玉久喜農場（仮称） 
所 在 地： 埼玉県久喜市六万部９１ 
従業員数： 社員１０名、パート社員５０名 
農地面積： ４㌶ 
品 目： 施設栽培：トマト 
栽培計画： ２０１６年４月～  
収穫予定： ２０１６年５～６月 
販売店舗： 関東エリアの総合スーパー「イオン」「ダイエー」、食品スーパー「マック    

スバリュ」などで販売予定 
 
栽培ハウスについて 
建設開始：２０１５年 ４月～ 
完成予定：２０１６年１２月～ 
特  徴：天井高が一般的なハウスの２倍程度高いことで 

夏場など、温度管理が容易な「高軒高ハウス」を建設 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


